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1. はじめに 
観光客の行動実態を得るため、Web アンケート

による観光行動調査の有効性が検討されている

[1][2]。Web アンケートでは観光客が自ら行動デ

ータを入力する必要があるため、異常回答[1]を

減少させる回答フローが求められる一方、煩雑

な回答フローを用いると途中離脱を増加させる

可能性がある。本報告では、異常回答率と途中

離脱率を共に減少させる回答フローを検討する。 

2. 先行研究 
文献[1]では、異常スコア[3]の統計量を用い

て行動データの回答フローの良否を評価する手

法を示した。また、目視異常回答率[1]を求め、

異常スコアが数値的に減少するだけでなく実際

に異常回答が減少するかを評価した。そして、

回答フローの改良[2]によって異常スコアの統計

量と目視異常回答率が減少することを確認した。 

しかし、改良後の回答フローでは、訪問スポ

ットの数だけページ移動が繰り返され、途中離

脱が増加する可能性がある。また、回答を終了

する方法が分かりにくく、選択回数の上限まで

同じスポットの選択を繰り返す回答が見られた。

加えて、「旅程」ボタンを押さなければ回答内

容を確認できず、修正を行う際には選択スポッ

トの数だけページを戻り回答し直す必要がある。 

本報告では、文献[1]を踏まえて再度改良した

回答フローを用いて調査を行い、改良前のアン

ケートとの比較から異常回答率および途中離脱

率の減少の効果を評価する。 

3. データセット 
文献[1]で示した 3 回の調査に加え、回答フロ

ーを再度改良し、2020 年 3 月 13 日から実施して

いる「鶴岡市観光アンケート」（以降「鶴岡ア

ンケート」と表記）の、同年 11月 30 日までに得

たデータを扱う。データの詳細を表１に示す。 

「鶴岡アンケート」の行動データの回答画面

を図 1に示す。図 1左上のように、訪問順ごと回 

 

 

 

 

 

表 1 データセットの比較 

 
ふじの 

くに割 

意外と 

熱海 
鶴岡 

対面 

調査 

実施時期 

（年/月） 

2015/09

〜

2016/02 

2017/02

〜

2019/12 

2020/03

〜 
2019/10 

選択方法 一覧 1 問 1答 一覧 一覧 

スポット数 

(f(s)≧1) 

1556 

(347) 

52 

(45) 

30 

(27) 

24 

(24) 

回答者数 1751 836 2537 651 

有効行動 

データ数 
1259 430 1403 456 

上記回答率 72.0% 51.4% 55.3% 70.0% 

有効遷移数 4571 1036 3276 1002 

 

 

 
図 1 「鶴岡アンケート」行動データの回答画面 

 

答欄が 1ページ上に並んで表示される。回答欄の

隣にある「選択」ボタンを押すと図 1右上のよう

に選択肢が一覧表示され、訪問順に該当するス

ポットを 1つずつ選択する回答フローを用いた。

最初の訪問スポットのみを必須回答とし、図 1左
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下のように実際に訪問した数を超える回答欄を

未選択としたまま「次へ」ボタンを押して回答

を終了することができる。「旅程」ボタンが無

くとも図 1右下のように一目で回答内容を確認し、

ページを戻らず修正が可能である。ページ移動

を削減し、回答の修正や終了を容易にしたこと

で、先述の課題に由来する異常回答と途中離脱

を減少させることができると考えた。 

4. 異常スコアおよび異常回答率 
異常スコアの統計量および目視異常回答率を

表 2に示す。「鶴岡アンケート」の平均値と標準

偏差は「意外と熱海」より小さく「対面調査」

により近い値となり、各ユーザの異常スコアは 1

件を除いて 30 点未満となった。回答フローの改

良により、異常である可能性の高い回答が減少

し、回答品質が向上したと考えられる。また、

目視異常回答率についても「鶴岡アンケート」

の方が小さくなり、著者の主観的な判断ではあ

るものの、異常回答が実際に減少していること

を確認することができた。 

5. 途中離脱率 
表 3に、全回答者における行動データの質問の

完答率と、行動データの前の質問の回答者にお

ける行動データの質問の途中離脱率を示す。ま

た、図 3の棒グラフに累積離脱率、折れ線グラフ

に前の質問の回答者のうち各質問での途中離脱

率を示す。「鶴岡アンケート」の完答率は「意

外と熱海」よりも高く「ふじのくに割」よりも

低い値となった。しかし、行動データの前の質

問の内容や質問の順序等が調査ごと異なるため、

詳細に途中離脱率を比較するためには、アンケ

ート全体を通した途中離脱率の推移を考慮する

必要がある。行動データの質問の途中離脱率は、

「意外と熱海」の 6.9%に対し「鶴岡アンケート」

が 12.1%と高い値となった。また、「鶴岡アンケ

ート」では、行動データを問う 11 問目に最も多

くの回答者が離脱した一方、「意外と熱海」で

は、行動データを問う 17 問目よりも居住地を問

う 4 問目に最も多い 20.7%が離脱した。以上の結

果から、行動データの質問の途中離脱率は、行

動データの前の質問の内容や UI、質問の順序等

に左右されることがわかる。そのため、行動デ

ータを問う UI の改善は重要であるが、それだけ

でなく質問順序などを含めたアンケート全体の

設計最適化が必要であることが確かめられた。 

6. まとめ 
本研究では、Web アンケートによる行動データ

の回答フローの改良を行った。その結果、異常

スコアの統計量および目視異常回答率は確かに 

表 2 パラメータと異常スコアの比較 

 意外と 

熱海 
鶴岡 

対面 

調査 

異常スコア平均値 6.8 6.3 5.9 

異常スコア標準偏差 5.1 4.6 3.9 

異常スコア最大値 54.1 31.1 22.1 

異常スコア 20点以上 

行動データ割合(件) 

2.3% 

(10) 

1.8% 

(25) 

0.7% 

(3) 

目視異常回答率(件) 0.9%(4) 0.2%(3) 0.0%(0) 

 

表 3 行動データの質問の完答率・途中離脱率 

 ふじの 

くに割 

意外と 

熱海 
鶴岡 

完答率 

(完答者数) 

89.8% 

(1572) 

69.6% 

(582) 

82.8% 

(2100) 

途中離脱率 

(途中離脱者数) 
- 

6.9% 

(43) 

12.1% 

(289) 

 

 
図 3 累積離脱率と離脱率の推移 

 

減少し、途中離脱率の減少は質問の順序等に左

右されることが確かめられた。途中離脱率の減

少を正確に評価するためには、行動データの回

答フローのみに差異を設け、他の質問による影

響を抑えた検証を行う必要があると考えられる。

今後は異常回答率と途中離脱率を共に減少させ

る回答フローのデザインを目指したい。 
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